
ア イ コ の 不 満

話し合いを中心とした展開

基本的な生活習慣 〔１－（１ 〕 関連項目〔１－（５ 〕(1) 主題名 ） ）

望ましい生活習慣を身に付け節度を守った生活に心がけることが意義ある生き方に(2) ねらい ,
つながるということに気付かせ少しずつ行動に移そうとする態度を育てる。,

「アイコの不満」(3) 資料名

(4) 授業の展開例

学 習 活 動 主な発問と生徒の心の動き 留 意 点

１ 入学当初の自 ○４月には○人がこうでした。さて ○あらかじめ 生徒が４月に書, ,

分の生活目標を なんでしょう？ いた「中学校生活でがんばろ

導 見直す。 ・欠席した人数 うと思うこと」の内容をまと

・遅刻した人数 めて数字に表したフリップを

○これは『中学校では･･･（例：勉強 用意しておく。,

入 をがんばる 遅刻しない 』という目 ○後ろの掲示物などを振り返っ, ）

標をたてた人の数です。あれから２ てもう一度思い出させる。

ヶ月たった今 目標を守れているで,
しょうか。

「 」２ 資料を読む。 ○特に 目標が守られていない

生徒の表情に注意する。

３ 「アイコ」の ○資料の①と②について 『アイコの言 ○もう一度自分自身で読ませ,
説について自分 う通りだ 』と思うところ 『アイコ て じっくり考えさせる。。 , , ,

の意見を持ち それは間違ってるよ 』と思うとこ ○机間指導をして うまく考え, ,。

展 学習プリントに ろがあれば 各自書き出してみまし が出せるように支援する。,
書き込む。 ょう。

４ お互いの意見 ○それぞれが書いたことを読み合い ○自分の「常識」が人と異なる

を班の中で聞き みんなの意見が一致したこと ひ ことを認識させる。「 」「

合い 話し合う。 とりでも違う意見が出たこと」を ○読み合ううちに，班の中で説,
開 カードに書いて 黒板に貼ってくだ 得したり 反論したりするよ, ,

さい。 うなことがあってもよい。

５ 意見が分かれ ◎では「遅刻は人に迷惑をかけるわけ ○「違う意見が出たこと」のカ,
ていることにつ じゃない」ということについて 自 ードが貼ってある方に注目さ,
いて 話し合う 分の意見を発表してみてください。 せ，ひとつかふたつに話題を， 。

（同様に資料②について発問する） しぼって意見を求める。

６ 資料に戻って ○資料に戻って「自分もよくこんなこ ○他人事として批判していて

自分を見つめ とを考えたり言ったりする」と思う も 実は自分の中にも「アイ, ,

」 。終 考えを書く。 ところに線を引いてみましょう。 コ がいることに気付かせる

○今日いろいろな人の意見を聞いて自,
末 分の生活について反省したこと 逆,

に自身を深めたりしたことを書い

てみましょう。
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活用に生かすための実践報告

◎「アイコの不満」

１ 主題の設定

中学生の時期は, 自分の価値観だけにと

らわれることがあり, 小学校ではできてい

た望ましい生活習慣に対して疑問を持ち,

軽視したり反発したりすることもある。

,「基本的生活習慣」とされるものには

,必ず豊かな将来につながる何かがあり

意義ある生き方につながるということを理

解させたい。

対象となるのは第１学年でそろそろ生,

活習慣がくずれ，勉強に対しても新鮮な気

持ちが薄れてきたなと思われる時期に指導

するとよい。易きに流れようとする自分を

正当化することのないようしっかり自分の

生活を見つめさせたい。

２ 指導過程の工夫

資料は①・②からなっている。指導にあ

たって, まず①では「遅刻や校則違反は,

誰にも迷惑をかけていない」という生徒の

考えに対して, 時間や規則を守ることがで

きる人に成長することの大切さをわからせ

たい。

また, 資料②では, 何のために勉強する

のかということを深めさせたい。限られた

日常生活に必要な力だけをつけたのでは,

人間としてそれ以上伸びたり変わったりす

ることはできない。どの教科で学習するこ

とも, 今すぐでなくても, いつかは自分の

生きる力になることがわかるように, 生徒

の反応をうまくとらえたリードをする必要

がある。

３ 発問の工夫

導入部分では, 興味をもって自分たちの

実態を振り返ることができるよう, クイズ

形式にした。

展開は, グループの話合いによって出た

意見をもとに, 考えを深めさせるようにし

た。内容はクラスの雰囲気などによってか

なり違うものになると考えられるので, 教

師は生徒の反応を可能な限り予想し, それ

に対してどうアドバイスを与えていくか,

ゆさぶっていくかを予め考えておくことが

大切である。予想される反応を自分なりの

表などにまとめて流れを整理した。

４ 生徒の反応（授業後の感想）

意見が分かれたのは資料①の場合「友だ

ちが遅刻してきた場合 いけないと思って,

も自分から『早く来て 『先に行くよ』と』

は言えない。友だちを失うのがこわい 」。

「時間を守られない人は いつか人に迷惑,

をかけるといっても 結局困るのは自分な,

のではないか 」という部分。資料②の場。

合「高校に行かなくても中学を出て働けば

いい。仕事は選ばなければいい 「小学。」

。」校までの勉強だけで生きていけるはずだ

という部分だった。

,うまく話し合えていないグループには

白熱しているグループの話合いの流れを紹

介すると 生徒がきっかけをつかむことが,

できた。

５ 実践者からの一言

資料②の場合は 自分たちで考えさせる,

だけでなく 就職の実態や 何のために働, ,

くのかなど その後の進路学習にもつなが,

るきっかけを与えることができた 「アイ。

コ」は 基本的生活習慣ができていないこ,

とをすべて正当化して周囲をあきれさせて

いた生徒をモデルにしている。彼女の言葉

の中に 今こそ生徒に考えさせておかなけ,

ればならないことの重要なヒントがたくさ

んあった。そこから資料を作成した。

（高取北中学校 水登伸子）


